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　この度の岩手・宮城内陸地震で被害に遭わ
れた方々に心からお見舞い申し上げます。
　私は今までに３回のピンチを乗り越えてき
たと自負しております。
　１度目は、私を育ててくれた父を亡くし
た時です。私を養女として迎え入れ、厳し
い躾の中にも実の子以上に愛情を注いで
くれ、なに不自由なく育ててくれた父でし
た。
　立ち直りのきっかけは、お客様との触れ
合い、さり気ない会話からでした。
　２度目は私が53歳のとき、くも膜下出血
で倒れ、生死をさまよった末に生還したと
きです。その後、無事、女将の仕事に復帰
できました。「無理は禁物ですよ」との医
師の言葉を自身に言い聞かせながら、与え
られた仕事はもちろん、お客様に癒やしの
心を差し上げられるように一日一日を精
一杯、がんばっています。
　３度目は、新潟県中越大地震（平成16年
10月23日）、そしてその恐怖の覚めない中、
再び起きた新潟県中越沖地震（平成19年７
月16日）です。
　中越地震が襲ったのは、ホテルで宴会が
始まろうとしていた時でした。それはも
う、ものすごい揺れで、恐怖そのものでし
た。ただただ夢中で着物の裾をまくりあ
げ、館内を走り回り、大きな声で「大丈夫
ですか！」とお客様にお声をかけ、ひたす
らご無事を祈りながら従業員に指示を出して
いました。「火事場の馬鹿力」とはよく言った
ものですね。

　２度の大地震とも風評被害でお客様が激減
しました。大勢の社員とその家族を抱える身
としては、心中穏やかではありませんでした。
しかし、全国の皆様から温かいお言葉、ご支

援をいただいたおかげで、日に日に落ち着
きを取り戻し、復興に努力してまいりまし
た。このような経験、体験から学ぶことが
できたことが、まさにピンチをチャンスに
変えるきっかけになったのです。
　両親を亡くした淋しさからなんとか立ち
直り、主人と仲よく歩み、くも膜下出血か
ら生還して健康のありがたさを痛感し、与
えられた人生をこつこつと、そして災害で
経験、体験したことを教訓に、それぞれの
境遇に出会った方々に少しでもお力になれ
たら…と思っております。
　人生、いろんなことが降りかかってきま
す。ピンチ（苦労）をたくさん経験した人
こそ、人間として大きく成長し、強く逞し
く生きていけるのではないでしょうか。こ
れからはピンチを真正面から受け止め、ア
イデア一つでチャンスに変えようではあり
ませんか。
　ピンチを乗り越えてきた経緯などを『女
将は「心の華」でありたい』（文芸社、1,470
円）に書かせていただきました。少しでも
お役に立てたら…と思っております。
　明るい未来に向かって前進あるのみ！　
がんばりましょう。

…………………………………………………
注：筆者の村山桂子さんは去る７月２、３の両日、千
葉県浦安市で開催された「第19回全国女将サミット」
で実行委員長を務められました。
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集まれ！　仲間たち
リーダーに求められる強い意志
何をなすべきかの決定と実行力も
仲間たちの連帯行動で地域へも貢献

日本大学経済学部講師　池田　光男

　今号の特集のテーマは「集まれ！ 仲間たち」
である。
　「集まれ！ 仲間たち」というと、子供のころ
の「鬼ごっこするものこの指とまれ」を思い出
すが、子供の世界にしろ、大人の世界にしろ、
仲間が集まる場合は、率いる者と率いられる者
とに分かれる。
　「お店探訪」の３事例を見ると、定食屋「ホッ
トちゃん」は、女性３人が意気投合して開業し
ているが、この中に必ず開業に向け、協力体制
を築くためのリーダーがいたことが推察される。
　ラーメン店「醤屋」では、自身のラーメン店
のコンセプトが全く同じだったNPO法人に賛
同して「緑提灯」を掲げる店として参画してい
る。この場合は、同じ「この指とまれ」でも、
率いられる側である。
　漁師小料理屋「惣吉」は、日本一の規模の大
正レトロの町並みを復元しようと、莫大な資財
を投じて、強力な推進力を発揮している。
　３事例を通じて、最初に率いる者の働き、つ
まりリーダーシップについて考えてみよう。ま
ずリーダーにとって必要なのは、意志の強さで
ある。２番目は、何をなすべきかを決め、決め
られたことを、いかに実行していくかの統率力
である。３番目は、これまでになかった影響を
第三者なり、地元の再生、発展などに与えるこ
とである。４番目にはリーダーは何か新しい事
をしなければならないときこそ、リーダーシッ
プを強力に推進することが大切である。
　次に、率いられる側の働きについて見てみよう。
率いられる側は子供の鬼ごっこでもいえるが、

この指に協調できるなら、参加することが望ま
しい。なぜなら今後の利害関係が有利になるか
らである。「醤屋」のケースを例にとると、自
店で国産食材にこだわった食材選びを行なっ
てきたが、NPO法人に参画することでブラン
ド力を高めている。また、食の安全への意識高
揚、地産地消への取り組みで、地元農家や漁業
者を応援している。これは視野の広さ、洞察力
がなければ出来ないことである。
　お店探訪には、率いる者、率いられる者が混
じっているが、３事例とも地元住民に密着した
生衛業として、地元の復興、地域の農・漁業の
活性化、町おこしなど、地域への貢献を意識し
た行動により、地域再興の一端を担っている。
　かつて斜陽小樽とまでいわれた小樽を昨年
11月に訪れたが、国内のみならず韓国からの観
光客が、町並みをそぞろ歩きしている。誘客の
中核は惣吉を中心とした街区、小樽寿司屋通
り、そして北一硝子の店舗群を核にした特産品
小売店の集積である。見事に復活している。
　「昔は良かったなー」の回顧だけでは、町は
寂れるばかりである。地方に求められているの
は、仲間との連帯行動による新しい発想と行動
力である。

仲間との連帯行動で地域へも貢献

方向性の決定など主導権の発揮

リーダーの基本は意志の強さ
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今号のテーマ
特集



　能登半島中央部に位置する石川県穴水町は
波静かな穴水湾を抱くように広がっている。サ
ザエ、カキなどの海産物に加え、近年リゾート
地として伸びてきたこの町も昨年３月の能登
半島地震で、大きな被害を受けた。復興への取
り組みが続く町内で、今年３月、「ホットちゃ
ん」という定食屋がオープンした。地震で自宅
を全壊し、仮設住宅で知り合った女性３人が、

「復興に役立てば」と、空き店舗を借りて開い
た。地元の高校生が考案した「もずくうどん」
を主力メニューに据えた「ホットちゃん」。小
さな店構えながら、名前通り温かさいっぱいの
店として人気を集めている。

　ホットちゃんを開店したのは、元門前町職員
の辻本のり子さん、元看護師の皆森照子さん、
商店街の近くでスナックを経営していた佐々
木静江さんの３人。

　３人は、仮設住宅で生活するうち、夕食のお
かずなどを交換し合う仲になり、「みんなが集
まれる店があればいいのにね」と意気投合。そ
れぞれが生活再建の悩みを抱える３人は、

「いっそ自分たちで店を出してしまおうか」と
急展開。昨年秋から準備を進め、鮮魚店だった
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「ホットちゃん」の外観

復興期し温もりの店

定食屋「ホットちゃん」 住所：石川県穴水町川島イ27-1

経営者代表：辻本　のり子さん　　電話：090・4322・9986

お店探訪



約26平方メートルの店舗を借りることになった。
　県の被災中小企業復興基金なども活用して
店舗を食堂向けに改装し、５席のカウンター
席を設けた。冷蔵庫やガスコンロ、食器棚、皿
などの備品はリサイクル品を活用したり知人
から譲り受けた。
　メニューはいたってシンプル。県立穴水高
校家庭部生徒が考案したモズク入りのうどん
を中心に、能登の野菜や魚、山菜などを組み
合わせた日替わり定食、野菜をふんだんに使っ
たゆでギョーザ、硬めに揚げたドーナツなど
３人で、すべて仮設住宅で想を練った食べ物。
　店の看板は、石川高専の学生会が地震で被
災し解体された住宅廃材を利用した手作り。雨
どいも仲間が作ってくれた。
　「もずくうどん」は、県立穴水高校家庭部が

地震後、穴水町への応援策を探って、地元の
長寿の人たちを対象に行った食生活調査から
生まれた。海藻類を食べている人が目立った
ことから、穴水湾で採れるモズクに着目、う
どんに練り込むことを思い立った。モズクは、
粘質成分に脳こうそくの予防につながる抗血
液凝固作用などがあるとされ、近年、健康食
品として注目されている。
　部員らは練り込むモズクの量など工夫を続
けて昨年夏に完成。早速、部員６人と顧問の
教諭が仮設住宅を訪れ、うどんの玉100食分を
贈って入居者を喜ばせた。この時、部員は、「天
然モズクは絹モズクと呼ばれ、細く、柔らかい。
全国で有名になってほしい」と話す。部員た
ちの熱意に打たれた３人は、「ホットちゃん」
がその足掛かりになればと、メニューの主力
にした。
　「ホットちゃん」の店名は、昨年９月、新潟
県中越沖地震の被災地、新潟県刈羽村の仮設
住宅や保育園など４か所を慰問した際、贈っ
た仮設住宅入居者手作りの400枚の手ぬぐいタ
オルに由来する。「来てくれるお客さんが、ホッ
としてくれる店にしたい」（佐々木さんの話）
との思いが込められている。
　開店前日の３月３日、開店準備で世話になっ
た同町職員や町商工会関係者、仮設住宅でボ
ランティアに従事したグループなど20人を招
いて試食会を開いた。高校生が考案したモズ
クうどんや手作りゆでギョーザ、揚げドーナ

ツを振る舞った。店経営への意気込
みを語る３人の姿に、中央商店街副
会長の加藤真さんは「町商工会に隣
接しており、いろんなイベント会場
にもなっている場所。気軽に立ち寄
れ、しかも料理のうまい店。大いに
応援していきたい」という。
　値段は、モズク入りうどん、小鉢、
ご飯、コーヒーがついた日替わり定

お店探訪
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３人で能登の旬の味を提供したいと意気込む
（左から）辻本さん、皆森さん、佐々木さん

▲店の名前の由来となった手作り
手ぬぐいタオル「ホットちゃん」

主力メニューのもずくうどん



食で600円。ギョーザ定食600円。うどんは350
円。ゆでギョーザ３個で250円、コロッケ１個
60円。ドーナツは１袋（５個入り）150円で単
品販売。
　近くの主婦は「日替わり定食用のハンバー
グ５個とほうれん草のゴマ和えの惣菜を買い
ました。手作りで家庭の味とおんなじ。地元
の新鮮な野菜や魚がふんだんに使った惣菜。
安心して食べられます。しかも値段も格安で、
ちょくちょく利用させてもらっています」と
歓迎していた。金沢市内から初めて訪れたと
いう男性会社員２人は「日替わり定食は家庭
の味、おふくろの味でおいしい。満腹感があ
るうえ安いので、能登方面に来た際には、ま
た寄りたい」と満足そう。
　地元や金沢市、和歌山県など県外から仮設
にボランティアに来ている５人の女性も訪れ、
日替わり定食を注文。女性たちは「うわー、
ハンバーグに、豆腐やイカの足が入っている」
とご機嫌。ご飯は、６月上旬までは季節限定
メニューの「ホウバ飯」を提供した。「良いに
おいがする。懐かしい味」と興奮気味。
　「ホウバ飯」について辻本さんは、「季節感
を味わってもらおうと、田植えの時期に母か
ら作ってもらった味を頼りに再現した」とい

う。能登の山で調達した洗ったホウバに
は塩と砂糖を加えたきなこを敷き、その
上に炊き立てのご飯を乗せ、さらにきな
こをふりかけて包み込み、蒸し上げた。お
客様から大好評とあって、辻本さんは「こ
れからも３人で能登の旬の味を提供し、喜
んでもらえるようにしていきたい」と意
気込んでいる。
　開店時には、慰問に行った新潟県中越
地震被災地の山古志村からたくさんの山
菜、神戸淡路大地震の被災者からは「ま
けない子象」の人形が送り届けられてき
た。さらに、仮設住宅に一緒にいた90歳

の三柳春二さんからは、手作りの「パンフラ
ワー」が開店祝として贈られ、開店以来、店
の一角で３人を励まし続けている。仮設住宅
入居者が作った布ぞうりや子供の洋服の型を
した手ふきタオルなども飾られ、布ぞうりは
格安で販売されている。
　店の看板横には、看板同様の手作り掲示板
が掲げられている。「穴水高校が考案したモズ
クうどんを、穴水町の新特産にしましょう」「商
店街にどんなお店があったらよいかなど、同
町の復興に向けた皆さんの意見をお願いしま
す」「私たちのきょうの味付けはいかがだった
でしょうか。今後の参考にしたいと思います。
正直な意見をお聞かせください」などのメッ
セージを張り出し、町民や利用者に広く呼び
かけている。
　PRはしていないが、復興活動の先頭に立つ
３人の姿や「おふくろの味」が口コミで伝わ
り地元の人たち以外からのお客様も増えてい
るという。
　「お客様と接することで非常に勉強になりま
す。夢の夢ですが、将来、もう少し広げたい
ですね」と、辻本さんはひとみを輝かせた。
　「ホットちゃん」の開店時間は、平日の午前
11時から午後２時、午後４時から６時まで。
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「ホウバ飯」と日替わり定食を食べる女性客たち



　「 仕 事 帰
りにちょっ
と一杯」は
赤提灯だが、
その赤提灯
ならぬ緑提
灯の店を最
近よく目に
するように
なった。40 
％を切った
食料の自給

率の低さを嘆く研究者の呼びかけで、国産食
材を50％以上使っている店が掲げているもの
で、中国製冷凍ギョーザ問題などで「食の安全」
が問われるなか、全国に広がっている。国産
と自家製にこだわる名古屋市のラーメン店「醤
屋」におじゃました。

　醤屋は電気店や花屋さんが軒を連ねる昔な
がらの商店街の一角にある。「尾張名古屋は城
でもつ」とうたわれた名古屋城や、緑豊かな
名城公園にも近い。
　緑提灯を掲げた店内に入ってまず目に付く
のは、入り口近くにデンと置かれた製麺機だ。
　「自分は脱サラして店を始めたので、よそと
同じにはしたくなかった。食の安全というか、
国産と手作りにこだわり、麺もスープも自分
で作ろうと思ったのです」と語るのは伊藤文
彦店長。
　伊藤店長は名古屋市の職員をしていたが、何
かほかにやりがいのある仕事はないかと、休
暇を取って四国の製麺機メーカーが開くラー
メン学校をのぞいてみた。そこで「これなら
情熱をかけてやれそうだ」と手応えを感じ、１

回６日間のコースを２回、みっちり履修。平
成18年11月の開店に際して、まず購入したの
が製麺機だった。
　この製麺機で毎朝、ラーメン用の麺などを
自家製麺するのが伊藤店長の日課だ。使用す
る小麦粉は北海道産で「市販の麺に比べ、コ
シが強く、水などの調節が難しい反面、自分
で望む麺を作れるところが面白い」と話す。
　伊藤店長のこだわりは麺だけではない。
　ラーメンのスープは動物系と魚介系のダブ
ルスープで、だしの豚骨は隣町の国産肉専門
店が四日市の農家から仕入れ、鶏ガラは豊橋
産の三河赤鶏。魚介系のコンブ、ムロアジ、サ
バ節などはもちろん、ネギやキャベツなどの
野菜も国産だ。
　ラーメンに入れる半熟卵の卵は知多半島産、
チャーシューも商店街にある国産オンリーの
肉屋さんから購入してつくった自家製。さら
にギョーザの皮は北海道産の小麦粉、具も国
産野菜などを使って自分で作っている。
　「正直言って、野菜も中国産がはるかに安い
のですが、やはり、安全ということを考える
と国産になります」とのこと。

緑提灯掲げ「国産の味を」
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ラーメン店「醤
ひしお

屋
や

」 住所：名古屋市北区柳原2−16−10

店長：伊藤　文彦さん　　電話：052・911・1408

お店探訪

商
店
街
の
一
角
に
あ
る
「
醤
屋
」

▲伊藤店長

▲店先に掲げた
　４つ星の緑提灯



　米は愛知県内で専業農家を営んでいる実家
からも分けてもらう。「少しでも消費拡大に役
立てば」という思いからだが、伊藤店長が国
産にこだわるのは、農家の実情を身をもって
知るから、という理由もあるかも知れない。
　緑提灯は、独立行政法人・農研機構中央農
業総合研究センター（茨城県つくば市）の丸
山清明所長が「国産食材を使っている店を応
援しよう」と呼びかけて平成17年に始まり、
これに賛同するNPO法人や店舗、お客様たち
によって全国に広がった。
　店で使う食材に占める国産品の割合がカロ
リーベースで50％以上なら星１つ、10ポイン
ト上がるごとに星が増えていく。星の数は店
が自主的に申告する。
　伊藤店長が星４つの緑提灯を掲げたのは、
今年の５月中旬から。たまたま緑提灯を紹介
するテレビを見ていて「うちとコンセプトが
全く同じ。せっかくだからいただこう」と迷
わず緑提灯の事務局へ申し込んだ。
　主なメニューは、しょうゆ・塩ラーメン、
四川風汁なし担々麺（各630円）、ギョーザ（320
円）、それに半玉ラーメンとそぼろご飯、杏仁
豆腐のＡランチ（700円）、ラーメンにライス
と串カツ２本が付くＢランチ（850円）など。
　塩ラーメンをいただいてみた。スープはほ
のかにユズの香りがするまろやかな風味で、

初めあっさりした感じだが、魚介や食材のう
まみがじわじわと伝わってくる。塩分と油を
抑えているため、ギトギトしたところがなく、
麺を含めとても優しく、ヘルシーな味だ。自
家製のチャーシューや半熟卵も柔らかく、味
がよく染みている。
　お客様の反響も上々。「国産と自家製にこだ
わるという店の行き方が、だんだん理解され
て来たのでは」と語るように、リピーター客
も増えてきた。
　店では、天然の魚や塩などでつくる魚醤を
ラーメンやギョーザの隠し味に使うとともに、
店の名前にもした。製麺機とともに、食の安
全にこだわる店のシンボルと言えよう。
　「知多のほうにいい塩があると聞いたし、探
せばほかにも面白い食材がありそうです。開
店して１年
半、少し余
裕もできた
ので、もっ
といい食材
に こ だ わ
り、味もよ
くしていき
たい」と伊
藤店長の夢
は膨らむ。
　緑提灯の
店はまだ増
えそうだ。
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お店探訪

店の入り口付近に置かれた製麺機

お昼どきは店内は大忙し

国産素材でやさしい味の
塩ラーメン

国産鶏肉を使ったそぼろご飯（左）と
自家製のギョーザ



　かつては900万人もの観光客で賑わった「小
樽運河」の町も、いま旭川市の「旭山動物園」
にその座を譲ることになった。しかし、だまっ
て指をくわえて見てはいない。私財を投じて、
日本一の規模の大正から昭和にかけてのレト
ロな小樽の町並みを復元しようと挑む男の熱
い思いと行動力で着々と実現しつつあり、新
たな小樽の観光スポットとして脚光を浴びている。

　小樽運河通と平行して走る堺町本通。かつ
ては問屋や商店が立ち並んでいた。その一角
に「出世前広場」が誕生したのは２年前。大
正から昭和初期、小樽駅前にあった「都通商
店街」の電気館（映画館）周辺の仲見世の賑
わいをモデルに再現、仲見世小路に似せた街
並みを再現した。
　“仕掛け人”は、蓑谷修さん。「周辺地域へ
の波及効果を考え、行政ともタイアップして
やりたいが、まずは言い出しっぺとしてモデ
ルケースとなる街並みを自前で」立ち上げた。
　脱サラした蓑谷さんは、まず平成３年、堺

町本通に小さな店を開く、その後店
舗を増やし、現在地を挟んで出世前
広場と対角線上にある敷地にも昆布
専門店等２棟を数億円を投じて建
設。他の２棟にはケーキ屋が併設さ
れ、いずれもレトロ調の店構えと
なっている。
　そして平成18年、念願の出世前広
場を５億円を投じて建設した。敷地
450坪のうち半分を駐車場、残り半
分にレトロ調の建物３棟を配置し
た。本通に面して２棟を縦に並べ、
Ｔ字路の奥に「戦後焼跡のバラック
長屋」と名付けられた１棟が建つ。

　向って右の棟にはオープンカフェ。経営す
るのは蓑谷さんの構想に賛同する一人でイベ
ント・プロデューサーでもある増田仙吉さん。
詩人の野口雨情の名前を借りて「雨情」と名
付けた。室内は「大正カフェ」風。メニュー
も大正の洋食屋を再現して「焼きカステラセッ
ト」や「オムハヤシライス」「レトロナポリタン」
といったメニューが並ぶ。
　カフェの奥が蓑谷さんの直営店「食事処・
惣吉」。建物は約120年前の酪農会館を移築し
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レトロ街並み自前で復元

漁師小料理屋「惣吉」 住所：小樽市堺町2−12　出世前広場内

経営者：蓑谷　修さん 　　電話：0134・22・3377

お店探訪

大正・昭和の街並みを再現した「出世前広場」

広場の奥にある「戦後焼け跡バラック長屋」と
名付けられた建物



た。目を見張るような黒光りする構造材が張
り巡らしてある。
　「故郷・利尻島の漁家の賄い料理を現代っ子
にも食べてもらいたい」と蓑谷さん自らがメ
ニューを作る。小樽でも珍しい「たちかま」
料理をメインに掲げる。「たちかま」とはスケ
トウダラの白子をかまぼこに加工して調理し
たもの。天ぷらやフライ、刺身、串焼き、サ
ラダとメニューにも凝る。
　「たちかま膳」（1,200円）を筆頭に、「とろろ
昆布美食膳」「海鮮納豆膳」そして、北海道を
代表する魚、ホッケを使った「ホッケすり身膳」

（いずれも800円）を用意。ホッケの身をすり
身状にしてこぶし大に握り、汁物や焼きもの
など食べ方も漁師風というのが特徴。
　「ニシン漁期に入ると番屋などに詰めている
漁師たちの賄い用のメニューでした」と、徹
底した浜料理にこだわる。味わい深く、舌に
馴染む手作りの旨みがなんともいえず温かい。
さらに本式のカマドまでこしらえた。本場の
職人を呼んで作らせた逸品は、釜３台でご飯
を炊ける。「昔の日本人の食生活の原点に立っ
て、食べてもらい、味わってもらうため」と
いう蓑谷さんの、よき時代へのこだわりが随
所に見られる。
　この棟の二階には、これも直営店の「御宿

櫻井」。この宿を預かるのは女将の桜井純子さ
ん。古民具やリサイクルの調度品が随所に置
かれ、時空を超えた和の異空間でゆったりと
くつろげる。
　このほか、左の棟には金魚売、傘直し、竹
竿売りの売り声が流れ、サーカスのジンタが
響き、大正・昭和の時代へタイムスリップす
る「昔生活道具館」がある。ここも、蓑谷さ
んの仕掛けたもの。さらに「広場」の突き当
たりに建つ「戦後焼跡のバラック長屋」には
現在、３店舗が入居、木彫細工工房「金の成
木屋」、小樽の老舗寿司店の支店「鮨処・栄六」
などがレトロな街並みの“隠れ家”の赴きで
ノレンを競っている。
　蓑谷さんがレトロな街づくりにこだわるの
は、「貧しくとも助け合い、一生懸命働き、人も、
物も大切にされた大正・昭和の時代をデフォ
ルメする」こと。入居している店の経営者た
ちは、いずれも蓑谷さんが面接し、自分の“思
い入れ”に共感してくれた店子たちである。
　「出世前広場」は、蓑谷さんの構想の出発点
でもある。堺町本通と色

いろない

内通をつなぐ道2.5キ
ロに大正・昭和の町並みを復元した歴史通り
のテーマパーク化を目指している。脱サラし
て昆布小売業を始めた当時からの、蓑谷さん
の思い入れであり、近代商業都市・小樽の観
光地構想の集大成でもある。
　「出世前広場」の名前の由来は、広場の背後
にある小高い丘へ登る道を「出世坂」と呼ば
れていたことから。かつての小樽経済人が競っ
て豪邸を構えた
ことからこう呼
ばれたが、いま
次代を担う若者
たちに起業家へ
の期待を込めて
育てようとの構
想である。
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お店探訪

オーナーの蓑谷修さん（右端）と女将の櫻井純子さん（左端）ら
「惣吉」のスタッフ

漁師の賄い料理でもある
「ホッケすり身膳」



　私は秋田県大館市内で美容サロンを
営んでおります。現在、県組合副理事
長及び大館支部長として、また特相員
としては平成６年からお手伝いさせて
いただいております。
　当地域もご多分にもれず、組合員の
高齢化に伴う組合員の減少と若い経営
者の組合離れが目立ち、組合員に有利
な無担保・無保証の融資をさらにア
ピールして「若い人たちにも入りたい
組合」をめざしています。また、理事
長陣頭指揮の下、海外アーティストを
招いたり、日本のトップクラスの技術
者による「スーパーセミナー」を開催
し、メーク、着付など、経営の向上・
売り上げアップのための講習を行うな
ど勉強の場をふやしております。
　私もまだ現役で働いておりますので
サロン回りは思うように出来ないのが
現状ですが、特相員として地域のサロ
ンの手助けになればと融資相談など積

極的に対応しております。また、融資
に係わったサロンさんのその後は皆さ
ん前向きに頑張っておられることを見
聞きした時など、「少しはお役に立て
たかな」と嬉しく思います。
　毎年、県生活衛生営業指導センター
主催の特相員研修会も受講しておりま
すが、研修内容も段々にむずかしくな
り、大変になってきますが、少しでも
組合員の手助けになればと組合にも助
けていただきながら、頑張っていきた
いと思っております。
　特にこの度は生活衛生改善貸付（衛
経）の制度改正に伴い勉強を新たにす
るということで、組合所属の特相員全
員が一丸となって勉強させていただき
ました。
　売り上げの伸び悩む時代だからこそ
融資を利用して店が明るく元気になる
よう、この制度をぜひ活用したいもの
です。

秋田県美容業生活衛生同業組合・経営特別相談員
佐々木　佑子

★くわしくは、お気軽に支店窓口にお問い合わせください。
　　〔公庫ホームページアドレス　http://www.kokukin.go.jp/〕

当公庫は平成20年10月に農林漁業金融公庫、中小企業金融公庫、国際協力銀行（国際金融等業務）と統合し、株式会社日本政策金融公庫となります。

生　活　衛　生　融　資　の　ご　あ　ん　な　い

ご融資額

お使いみち 設備資金
（店舗改装、機械更新など）

7,200万円以内～
４億円以内

（業種により異なります）
ご融資額

お使いみち 設備資金
（店舗改装、機械更新など）

運転資金
（材料仕入、諸経費支払など）

１億5,000万円以内～
７億2,000円以内

（業種により異なります）
5,700万円以内

●生活衛生同業組合等の経営指導を受けている方にご利用いただける生活衛生改善貸付（無担保・無保証人）もお取扱いしています。

●一般貸付● ●振興事業貸付●
　振興計画の認定を受けている生活衛生同業組合の組合員の方にご利用いただけます。

～飲食店営業・喫茶店営業・氷雪販売業・食肉販売業・食鳥肉販売業・旅館業・
浴場業・クリーニング業・興行場営業・理容業・美容業を営む皆さまへ～

特 相 員 だ よ り

改正衛経を皆で勉強、大いに活用を
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センターにゅうす

　全国指導センターは生衛業の経営者の皆様
方に、経営環境の変化等に対応した事業展開
に役立つ知識や情報を得ていただくことを目
的に、今年度も生衛業経営セミナーを順次、全
国４ヵ所で開催します。
　今年度第１回目の「松江セミナー」は７月
３日（木）午後１：00〜４：20、島根県松江
市内のホテルで開催、生衛関係組合の役職員
など約130名が参加しました（写真）。
　同セミナーでは、厚生労働省健康局生活衛
生課の藤田博課長補佐が「生衛業経営におけ
るコンプライアンスと危機管理を考える」、株
式会社やまと代表取締役（岡山県鮨商生活衛
生同業組合理事長）の高橋啓一氏が「６Ｓ（整
理・整頓・清掃・清潔・躾・作法）とホスピ

タリティ」、全国センターの小宮山健彦専務理
事が「生活衛生同業組合の組織と活動—組合
活性化と危機管理対応—」をテーマにそれぞ
れ講演。参加者たちは時おりメモを取りなが
ら熱心に耳を傾けていました。
　今後のセミナーの開催予定は次のとおりです。
　・20年９月８日（月）和歌山県和歌山市
　・ 〃 11月17日（月）岩手県盛岡市
　・21年２月　　　　　東京都港区

○平成20年度生衛業経営セミナー開催

　全国指導センターでは、例年、生活衛生関
係営業者を指導監督する職務にある都道府県、
市区の職員を対象とした研修会を開催してお
りますが、本年度も次のとおり開催を予定し
ております。

　・開 催 期 日　平成20年８月28日（木）
〜８月29日（金）

　・開 催 場 所　全国生衛会館
（東京都港区新橋６−８−２）

　・受講対象者　生活衛生関係営業者を指導監
督する職務にある都道府県、
保健所を設置する市及び特別
区の職員（保健所職員を含む）

　・募 集 定 員　60名
　・受　講　料　16,000円

○平成20年度生活衛生関係営業指導職員
　研修会の開催予定について

　パートタイマーと正社員の共通の待遇制度
やパートタイマーの健康診断制度などを導入

している事業主（労働保険適用事業主であれ
ば規模を問わず）に対して、（財）21世紀職業
財団では以下のような助成金による支援を
行っています。
　助成金の申請方法など詳細については、同

財団又は同財団の
各地方事務所へお
問い合わせくださ
い。（21世紀職業財
団　URL：http://
www.jiwe.or.jp）

○パートタイマー均衡待遇推進助成金に
　ついて

支給対象と支給額 第１回 第２回
1. 正社員と共通の待遇制度の導入 25万円 25万円
2. パートタイマーの能力・職務に応じた待遇制度の導入 15万円 15万円
3. 正社員への転換制度の導入 15万円 15万円
4. 短時間正社員制度の導入 15万円 15万円
5. 教育訓練制度の導入 15万円 15万円
6. 健康診断制度の導入 15万円 15万円

注：第２回目は第１回目の対象者が６ヵ月継続して雇用されている場合支給されます。



　厚生労働省は、交通安全対策基本法（昭和45
年法律第110号）第24条第１項の規定に基づき、
平成20年度交通安全業務計画を次のとおり定
めます。
　生衛業のうち、酒類を提供する飲食店におか
れては、特に飲酒運転をさせない取り組みにつ
いてご協力をお願いいたします。

第１　高齢者、障害者及び子供に対す

る施策

１　高齢者に対する交通安全教育の推進
　地域の関係団体等における交通安全教育が
推進されるよう指導を図ります。

２　障害者等のための生活環境の改善等
　（１）公共施設等の段差解消、誘導ブロック

の設置等障害者等に配慮した生活環境の
改善を推進します。

　（２）電動車いす使用者に対する事前の操作
訓練等の指導の徹底を図ります。

　（３）盲導犬等身体障害者補助犬の利用に対
する理解を深めるよう、啓発広報に努めま
す。

３  子供の遊び場等の確保、幼児に対する交通
安全教育の推進及びチャイルドシートの
正しい着用の徹底

　（１）路上遊戯等による交通事故を防止する
ため、児童館等を整備し、子供の遊び場等
を確保するとともに、児童館等において、
遊びによる生活指導の一環として、交通安
全教育の推進を指導します。

　（２）関係機関・団体等との連携・協力を図
りながら、計画的かつ継続的な交通安全の
推進を指導します。

４　交通労働災害防止対策の推進
　「交通労働災害防止のためのガイドライン」
の関係事業者に対する周知に努めるとともに、
交通労働災害防止担当管理者教育及び自動車
運転業務従事者安全衛生教育について指導及
び援助を行います。

５　救急医療体制の整備
　救急医療体制については、初期、第二次及び
第三次からなる救急医療体制の総合的な整備
を推進しており、平成20年度においても引き続
きその充実を図ります。

６　自動車運転者の労働時間等の改善対策の
推進
　自動車運転者を使用する事業場に対して、労

飲酒運転根絶へ酒類提供の店はご協力を

平成20年度
厚生労働省交通安全業務計画について
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厚生労働省健康局から

働基準法（昭和22年法律第49号）等の関係法令
及び「自動車運転者の労働時間等の改善のため
の基準」（平成元年労働省告示第７号）の履行
を確保するための監督指導を実施し、自動車運
転者の労働時間等の労働条件の改善を図りま
す。
　また、関係業界及び各事業場における改善意
欲の醸成を図ることが肝要であることにかん
がみ、自動車労務改善推進員の活用等に
より、自主的な労務管理の改善が促進さ
れるよう、関係業界等に対する指導及び
援助を行います。

７　関係行政機関との連携
　内閣府、国土交通省、警察庁等関係行
政機関との積極的な連携を図ります。

８　飲酒運転者対策の推進
（１）飲酒運転根絶気運の醸成
　㈶全国生活衛生営業指導センター及び
㈳全国生活衛生同業組合中央会を通じ
て、酒類を提供する飲食店等において、
運転者への酒類提供の自粛を徹底するこ
とで、飲酒運転に関する関係者の交通安
全意識の高揚を促進します。
　また、職員に対して改正道路交通法の
内容の周知を図るとともに、職場等にお
ける飲酒運転根絶の機運を醸成します。

（２）　「常習飲酒運転者対策の推進につ
いて」に基づく取組の実施

　「常習飲酒運転者対策の推進について」
（平成19年12月26日、日常習飲酒運転者対策推

進会議決定）に基づき、アルコールの影響や専
門相談機関等の周知、飲酒行動是正のための事
業者に対する働きかけに関する取組を実施し
ます。
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１　地域再生の取組状況
　①　ブロック別
　地域再生の取組状況は、全体で「取組
んでいる」とする企業の割合が22.1％、

「今後取組む予定がある」が13.8％と、合
計35.9％の企業が関心を示しています。
　ブロック別にみると、「取組んでいる」
とする企業の割合が最も高いのは「関東」

（27.6％）で、次いで「北海道・東北」
（25.7％）、「甲信越」（23.3％）、「四国」
（23.2％）となっています。「今後取組む
予定がある」を含めてみても、「関東」
が44.9％と最も関心が高くなっています

（図１）。

　②　業種別
　地域再生の取組状況を業種別にみる
と、「取組んでいる」とする企業の割合
が最も高いのは「映画館」（48.2％）で、
次いで、「ホテル・旅館業」（33.7％）、「食
肉・食鳥肉販売業」（28.2％）、「飲食業」

（24.3％）となっています。
　「映画館」に関しては、「今後取組む予
定がある」を含めると３分の２近くの事
業者が関心を示しており、地域再生にお
いて、「映画館」がその拠点として大き
な役割を担っていることがうかがえます

（図２）。
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特 別 調 査

生活衛生関係営業の地域再生の取組状況
—生活衛生関係営業の特別調査「特色ある取組」から—

国民生活金融公庫　生活衛生企画部　調査課　　城　龍二郎　

　生活衛生関係営業の特別調査は、国民生活金融公庫が㈶全国生活衛生営業指導センターに委
託し、四半期ごとに実施している景気動向等調査に併せて実施しているテーマ別の調査です。
今回は、平成20年２月に実施した「特色ある取組」の調査結果の中から「地域再生※」に着目し、
その取組状況等についてご紹介します。

※「地域再生」の取組とは、商店街再生、中心市街地活性化、廃業店舗の承継等と定義し、調査を行いました。

図１　地域再生の取組状況（ブロック別）

図２　地域再生の取組状況（業種別）

※四角囲みの数字は「取組んでいる」と「今後取組む予定がある」の合計（以下同じ）
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特 別 調 査

業　　種 取組内容

そば・うどん店
地域商店街活性化のための事業について話合いを行い、インターネットの活
用、老人施設の慰問、イルミネーションの点灯など地域商店街のアピール活
動に努めている。

喫茶店 近所の映画館とタイアップして、映画を観た人には、飲食料金割引のサービ
ス券を提供している。

その他飲食店
静岡おでんのPRを兼ね、青葉シンボルロードでおでんの店40店程を集めてお
でん祭りを行っている。30万人程の人出があり、地域の活性化に役立ってい
る。

理容業
保護司として、地域の犯罪防止支援活動に取組んでいるほか、地域の子供会
や婦人団体等とも連携して、地域社会を明るくする運動など、地域ぐるみの
犯罪の起きない明るい社会の構築を目指している。

理容業
町内の中心旧商店街の空き店舗の活用について、当店も世話役として手伝い
をしており、知人を紹介しその人が農産物の直売店を出店した。町の活性化
にこれからも努力したい。

ホテル・旅館業 南房総市観光プロモーションという組織で行政と民間が一緒になり、企画・
広告等すべてにおいて共同で行っている。

ホテル・旅館業 富津市観光協会及び商工会等と土産品の開発及び特徴を活かした食べ物の開
発を実施し地域の活性化を図っている。

○平成20年７月22日から、国民生活金融公庫の生活衛生関係２部の名称が次のとおり変更しました。
　生活衛生企画部　→　生活衛生融資部
　生活衛生融資部　→　生活衛生審査部

○平成20年10月１日に、国民生活金融公庫は、農林漁業金融公庫・中小企業金融公庫・国際協力銀
行（国際金融等業務）と統合し、株式会社日本政策金融公庫（略称「政策公庫」）として新たに
発足します。当公庫の事業資金融資は、そのまま政策公庫に承継されます。政策公庫のシンボル
マーク、ロゴは以下のようになります。

※ロゴマークの「JFC」は、日本政策金融公庫の英文名称Japan Finance Corporationの略称です。

２　地域再生の取組事例

公庫からのお知らせ



若者を狙う悪質商法～デート商法・次々販売について～

・はじめに
　経験不足や知識不足から悪徳業者に狙われ
る若者の被害は、マルチ商法・アポイントメ
ント商法・キャッチセールス・継続的役務契
約･資格商法・携帯電話やネット関連トラブル
など、増加の一途をたどっています。
全国の消費生活センターが受け付け、ＰＩＯ
―ＮＥＴ（パイオネット：全国消費生活情報
ネットワークシステム）に登録された相談件
数の中で、契約当事者を年代別に見ると30歳
代が19.7％で最も多く、次いで20歳代が15.3％
と多くなっています（国民生活センター発行

「消費生活年報2007」より）。

１．デート商法の事例より
　今回はその中から、必要のない高価な宝石
類を断り切れずに次々に契約させられ、更に
悪質な業者の二次被害に遭った青年の事例を
紹介致します。

　ある日、こぎれいな格好をした誠実そうな
青年が、相談窓口を訪れました。「どうされま
したか？」と聞く私に、「信販会社から消費者

センターに相談に行くようにといわれたの
で。」と言います。抑揚のない口調で、聞かれ
たことにしか答えない彼からは、悪質業者に
騙されたという悔しさが少しも伝わってきま
せん。
　2006年４月に倒産した販社は、若者に高価
な宝石類をデ

注１

ート商法や次
注２

々販売で売りつけ
荒稼ぎをして暗躍。
　大手企業の会社員である青年は、アポイン
トメントセールスで、「貴方だけにお得な情報
を伝えたい。」という魅力的な女性の誘いに何
の疑いも持たずに、会いに出かけたそうです。
先ず、今はやりのメンズダイヤネックレス180
万円を契約。次は、１ヶ月もしないうちに、結
婚時に必要と花球真珠３点セット170万円弱。
更に半年後に、「注文の商品を引き渡す」と言
われ、87万円のネックレスを購入。次は、育
毛器。ふさふさの髪に覆われた彼に「何で貴
方に育毛器が必要なの？」と聞くと、将来的
にはげると脅されたというのです。その後は、
貴方をイメージしてデザインしたというエン
ゲージリング枠や、宝石裸石と契約を次々に
させられてしまったのです。
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＜社団法人全国消費生活相談員協会　消費生活専門相談員　池山　喜美子＞

（円）

契約日 商品名 総支払額 月払金 賞与時払金 残債務

2002.8 ダイヤネックレス 180万 1.8万 ６万 支払い済

2002.9 花球真珠セット 169万 1.7万 ６万 21万

2003.3 ネックレス 87万 0.9万 ３万 ２万

2003.7 育毛器 119万 1.2万 ４万 12万

2003.10 エンゲージリング枠 92万 0.9万 ３万 11万

2005.6 ダイヤ裸石 55万 0.5万 ３万 32万

計 702万 7.0万 25万 78万

　さらに「今までの貴方の契約を全て解約して、
既払い金も取り戻しますよ。」という、公的相

談機関を思わせる名称を名乗る別業者に、言わ
れるままに40万円を振り込んでしまいました。



消費生活相談の現場から

その業者は一応信販会社に法律を羅列した文書
を出したようですが、連絡が途絶え、支払いも
負担になって、相談に来ました。

２．事例から見えること
・目的を隠して誘い出し、短期間に必要のない

宝石類を次々に契約させる。
・いったんは断っているにもかかわらず、相談

者の心理を巧みにつき、あれこれと口実をつ
けて勧誘。

・短期間に契約金額は700万円を超え、月々の
支払金額も７万円を超える。さらにボーナス
時の支払いも高額。

・６件の契約とも契約毎に信販会社を変えてい
る。

・別業者による、次々販売の二次被害（解約を
餌にした更なる被害）

若者の相談では、事例のように
・販売員の手口にのり、断り切れずに次々に契

約。
・お金が取り戻せる・返済が楽になることには

心が動く。
・被害が拡大してからの相談。
が多く見受けられます。

 被害者意識の薄い彼は、自分の結んだ契約を
整理していく内に、業者が恋人のように近づき、
断りにくい状況におかせているという、若者の
心理を巧みについた商法の手口に気がつきまし
た。そこで支払いを止める為の抗弁書と共に、
契約に至るまでの経緯を詳細に書いて、信販会
社へ郵送するよう助言することから始まりまし
た。結局販売店は倒産していますので、所謂悪
質業者の勧誘・契約時の問題点とこの業者と加
盟店契約を結んだ信販会社の責任に対し交渉を
繰り返しました。その結果、支払ったお金は戻っ

てきませんが、商品は受け取ったままで、これ
以降の支払いはしないでよいことで相談者が了
解し何とか合意に漕ぎ着けました。

　この若者に限らず、自分から相談処理の進捗
状況を問い合わせてくる人は皆無と言えます。
指示があれば、きちんと対応できるだけの力は
あるのですが、人を疑うことを知らない、自分
から考えて動こうとしない積極性のなさには、
一抹の不安を覚えます。

３．消費者啓発のご利用を
　（社）全国消費生活相談員協会では、小さい
頃からの消費者教育が大切という観点に立ち、

『初めてのさいふ学』（全10ページ）、小学生や
若者向けのパンフレット『トラブルあれこれ小
学生編』『トラブルあれこれ若者編』『世の中そ
んなに甘くない』などわかりやすくて読みやす
いパンフレットも、多数用意し無料配布中です。
　また、今年で８年目になる『消費者問題出前
講座』も、全国各地で、会員が講師となり、相
談事例に基づいたわかりやすい啓発講座を展開
し好評を博しています。消費者トラブルの未然
防止と被害救済に役立てて欲しいと、会員は奮
闘中です。無料で講師を派遣しますので、みな
さまの地域でもご活用ください。なおパンフ
レット、講座申込み等は当協会ホームページを
ご参照ください。
＜http://www.zenso.or.jp＞

注１　デート商法とは勧誘時に言葉巧みな話術で異性
に好意を抱かせ、それにつけ込んで商品等を販売
する商法。

注２　次々販売とは一人の消費者に次から次へと契約
させる商法。
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　全国氷雪販売業生活衛生同業
組合連合会（以下「全氷生連」
と表記）は昭和34年に設立され
た。現在、全国13都府県に組合
があり、組合員数は約400軒と
いう小さな所帯だ。全国に氷雪
販売業者は多いが、組合員を増
やすためには、高いハードルを
クリアしなければならない。
　各県に組合を設立する際に
は、各県下の氷雪販売業の３分
の２以上が参加しなければなら
ない、という規則がある。その
ため全国の拠点となる組合がな
かなか増えず、組合員を募集す
ることもできない。そこで「純
氷ニュース」を発行し、全国の非
組合員との交流を図っていこう
と頑張っている。
　いわゆる“氷屋さんの
氷”と呼ばれる「純氷」
は「自然の氷をイメージ
して造られている」とい
う。自然の氷のように
ゆっくり、長い時間をか
け、そして凍るまでの間
は自然の風に身をゆだね
るかのように常に流動さ
せながら凍らせる。
　純氷と家庭の冷蔵庫や

製氷機の氷との一番の違いは、
透明度・硬さとも格段に優れて
いる点。念入りにろ過すること
で不純物を含まないため、飲み
物のおいしさを最大限に引き出
すという。
　一般消費者に「純氷」のよさ
を知ってもらうため、各都府県
の組合が独自のイベントを開催
して純氷の普及に努めている。
近年では、一般消費者は氷をコ
ンビニやスーパーで買い、飲食
店でも製氷機で作った氷を使う
店が多い。
　菅沼理事長は「おいしい水を
求め、高級なお酒を求めるのに、
なぜ氷は製氷機で作ったものな
のか、という矛盾を感じる。ま
だまだ連合会として広報活動が
足らないのかもしれない」と話
す。
　それでも、今年６月８日（日）に
開催した「2008 TOKYO 純氷
まつり」は大盛況だった。東京・
上野公園という場所柄、家族連
れや外国人の入場者も多く、純

氷のおいしさや美しさをアピー
ルできたようだ。

■「純氷まつり」上野の山に雪
を降らせる

　純氷まつりは今年で３年目。
約１万3,000人の来場者で賑わ
った。
　当日は、135㎏の氷約500本を
上野公園に運び、入口・出口の
門、カクテルやビールを売るア
イスバーなどを設営。大人たち
は氷のジョッキで飲むビールを
楽しみ、子どもたちは降雪機で
降らせた雪で作った滑り台でソ
リ遊びを楽しんでいた。氷彫刻
の実演も好評で、NPO法人・
日本氷彫刻会の彫刻士の技に見

連合会は今

東京都千代田区外神田３−10−10
白銀会館５階

理 事 長　菅沼　達郎氏
事務局長　中野　信幸氏
職 員 数　２人
ＵＲＬ　http://www.icenet.or.jp

全国氷雪販売業生活衛生同業組合連合会
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１万3,000人の来場者でにぎわった今年の「純氷
まつり」。降雪機で降らせた雪で作った滑り台

でソリ遊びに興じる子どもたち（写真左）。会場には氷像の西郷さんも登場（同右）

東京・上野公園で「純氷まつり」



入っていた。
　当日の模様は、いろいろな
ニュース番組で取り上げられる
予定だった。メディアがたくさ
ん来て取材していたが、秋葉原
の事件が起って放送されなかっ
た。「もしも、事件がなければ、
もっと純氷を広められたはず」
と、菅沼理事長は残念そうに話す。
　こうした大きなイベントのと
きには、高齢化が進む組合員だ
けでは対応できない。そんなと
き氷雪業の２代目、３代目が立
ち上げた「東京アイスアカデ
ミー」の人たちの力を借りる。
全氷生連は、彼らに研修会を開
く場所を提供して協力関係を築
いてきた。今後も、純氷のPR
活動や社会奉仕活動を目的とす
るイベントでは、力を出し合っ
て組合活動を盛り上げていこう
としている。

■「純氷ニュース」で組合員獲
得を目指す

　昨年から連合会が中心となっ
て年６回の「純氷ニュース」を

発行している。創刊号から３号
までは全国の氷雪業者に無料配
布し、購読者を募った。その結
果、大きな反響があり、組合組
織がない地域でも個人で購読し
てくれる同業者の申し込みも多
かった。
　純氷ニュースは助成金で制作
しているが、大きな目的は休眠
中の組合員の復活と、新しい組
合員の獲得だ。加えて、組合が
ない地域の同業者にも業界の情
報を伝えたいという目的もあっ
た。その意味では、幸先のよい
スタートを切ったといえる。
　内容は業界の情報が主だが、
最後の紙面に掲載している「ア
イスネット・ダイレクト」とい
う通信販売が購読者にとって大
きなメリットになっている。そ
こで扱う商品は、仕事の道具や
機器類など。単独で購入すれば
高額だが、全氷生連がまとまっ
た数を購入することで安価購入
を実現している。また、メーカー
にとっては１か所で集金できる
メリットがある。
　ただ、東京の組合員を対象に
した値段設定になっている。そ
のため、ほかの地域から注文す
ると送料が高くなるが、それで
も通常価格よりはるかに安い。
この通信販売も、組合がない地
域の同業者への力強い支援に
なっている。

■広報誌とマニュアル本で組合
員の質の向上へ

　いまや氷は冷やすための道具
ではない。高級食材として氷を
扱うプロに取材した広報誌『純
氷』を発行した。編集・制作は
食を専門に扱っている雑誌を
作っている会社に依頼。その内
容は、バーテンダーと寿司職人
の氷使いの極意を紹介し、純氷
を扱っている全国の13店舗にも
取材している。約5,000部を発
行し、全国の組合員と製氷メー
カーに配布した。
　一昨年には『氷雪販売業営業
運営マニュアル』も制作した。
このマニュアルには、食品とし
て純氷を扱う上で「最低限知っ
ていなければならない事項」「最
低限守らなければならない事
項」が掲載されている。いわば
氷雪販売業の自主衛生管理マ
ニュアルだ。
　二つの冊子の中で、『純氷』
は営業活動の活性化、『氷雪販
売業営業運営マニュアル』は食
品衛生対策が柱となっている。
全氷生連は、組合員がそれぞれ
の専門知識をもち、新しい時代
に対応できるように支援してい
る。
　菅沼理事長は、「まだ純氷の
普及に満足してはいないが、
もっと大きな課題は衛生問題
だ。東京都では配達の車を冷凍
車に替えると５万円の助成金を
出している。今後も組合員の質
の向上を目指して、食品衛生に
関する知識を徹底したい」と語
る。

氷雪販売業者を育て、「純氷」普及に力点
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全氷生連が発行した
広報誌『純氷』



せいえい
掲 示 板
せいえい
掲 示 板♥ クールビズ・ヘアを発表

　全国理容生活衛生同業組合連合会（全理連、

大森利夫理事長）は、夏を涼しく過すための

「2008年版・クールビズ・ヘア」を記者発表

した（写真）。理容業界として温暖化防止対

策に取り組むためのキャンペーンの一環で、

ヘアスタイルのほか、標語や省エネコメント

を募集し、いずれも優秀作品を発表した。

　クールビズ・ヘ

アの部では全国

の理容師さんか

ら50件の応募が

あり、広島県の加藤進さんの作品が最優秀に

選ばれた。

　標語の部では一般公募4,736件の中から、

東京都の鈴木健之さん（プランナー）の「省

エネを意識している君が好き」が最優秀に選

ばれた。

　省エネコメントには1012件の応募があり、

記者会見で大森理事長は「店内に観葉植物を

置いたり、ショートヘアのお客様にはシャン

プー後にドライヤーを使わずにマッサージ効

果を工夫したタオルドライを行うなどのケー

スが寄せられた」と話していた。

　URL：http://www.riyo.or.jp/

♦ 「すしの新メニュー」公募・発表

　全国すし商

生活衛生同業

組合連合会は

「すしの新食

材・新メニュー

開発」として

インターネットで一般公募を行い、「すしの

新メニュー」最優秀作品賞１点、優秀作品

賞２点、佳作７点を発表した。

　全国から400点を超える応募があり、そ

の中から最優秀作品賞に選ばれたのは神奈

川県の原さんの「ミルフィーユ寿司」（写真）。

　同連合会では、この入賞作品を小冊子に

して配布し、今後の営業の参考にする予定。

　http://www.sushi-all-japan.or.jp/
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♠ 「マナーアップの日」制定

　鹿児島市・天文館の商店街や警察署、市

などが毎月10日を「天文館の日」にするこ

とを決めた。毎月のこの日に、マナーアッ

プを呼びかけたりイベントを開く。

　６月10日に天文館本通りの広場で開催さ

れた式では鹿児島県社交飲食業生活衛生同

業組合の谷川洋造理事長が「活気に満ちた

南九州の拠点作りを目指す」とあいさつし、

県警音楽隊の演奏で「天文館の日」のスター

トを祝った。



時 の 話 題
　

都
会
の
子
ど
も
や
若
者
ら
に
泊

り
込
み
で
農
作
業
や
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
農

家
民
宿
」
が
今
、
静
か
な
ブ
ー
ム

を
呼
ん
で
い
る
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

や
ロ
ハ
ス
、
食
の
安
全
・
安
心
を

求
め
る
消
費
者
嗜
好
が
そ
の
背
景

に
あ
る
が
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
、「
定
年

帰
農
」
す
る
団
塊
の
世
代
が
農
家

民
宿
を
経
営
す
る
こ
と
で
受
け
入

れ
の
〝
器
〟
が
広
が
っ
た
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
農
家
民
宿
の

動
向
を
追
っ
た
。◇

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム　

農
家

が
体
験
型
観
光
の
担
い
手
と
し
て

自
宅
に
客
を
泊
め
る
農
家
民
宿
は
、

農
業
や
林
業
な
ど
を
体
験
し
て
も

ら
う
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一

環
と
し
て
都
道
府
県
が
推
進
し
て

い
る
事
業
。「
農
山
漁
村
滞
在
型
余

暇
活
動
促
進
法
」（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
法
）
が
施
行
さ
れ
た
の
を

受
け
、
民
宿
の
開
業
に
必
要
な
旅

館
業
法
、
食
品
衛
生
法
な
ど
の
規

制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

農
家
民
宿
は
全

国
的
に
増
加
傾

向
に
あ
る
。

　

定
年
退
職
を
機
に
農
業
を
目
指

す
人
が
増
え
て
い
る
。
新
規
就
農

者
の
半
数
近
く
が
60
歳
以
上
の
定

年
世
代
。「
定
年
帰
農
」
ブ
ー
ム
と

言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
り
、
農
家

民
宿
を
開
業
す
る
こ
と
で
若
い
人

た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
〝
青
年

帰
農
〟を
促
す
き
っ
か
け
と
も
な
っ

て
い
る
。

　

生
徒
な
ど
を
受
け
入
れ　

山
形

県
飯
豊
町
中
津
川
地
区
の
農
家
８

軒
が
経
営
す
る
農
家
民
宿
が
昨
年

５
月
、
仙
台
市
内
の
中
学
生
28
人

を
初
め
て
受
け
入
れ
た
。
生
徒
た

ち
は
山
菜
採
り
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

植
え
付
け
、
シ
イ
タ
ケ
の
植
菌
作

業
に
挑
戦
、
自
分
で
採
っ
た
食
材

で
作
っ
た
郷
土
料
理
を
楽
し
ん
だ
。

　

石
川
県
能
登
町
で
は
平
成
14
年

に
地
元
の
小
学
校
が
廃
校
と
な
り
、

危
機
感
を
募
ら
せ
た
地
元
民
は
翌

年
、
自
宅
を
民
宿
と
し
て
始
め
ら

れ
る
よ
う
規
制
緩
和
す
る「
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
特
区
」
の
認
定
を

受
け
、
農
家
民
宿
を
営
む
農
家
が

増
え
た
。

　

昨
年
、
15
軒
の
農
家
民
宿
を

２
０
０
０
人
が
訪
れ
た
。
神
奈
川

県
内
の
高
校
生
約
70
人
も
修
学
旅

行
で
初
め
て
利
用
、
稲
刈
り
や
野

菜
の
収
穫
、
キ
ノ
コ
狩
り
な
ど
を

体
験
。
夏
休
み
に
は
大
学
生
や
専

門
学
校
生
が
長
期
間
滞
在
し
て
農

作
業
を
体
験

し
た
。
農
家

民
宿
の
経
営

者
の
一
人
は

「
田
舎
の
良

さ
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
、

農
村
再
生
の
き
っ
か
け
に
な
る
」

と
語
る
。

　

自
治
体
も
応
援　

青
森
県
は
中

高
生
の
修
学
旅
行
で
滞
在
し
て
も

ら
お
う
と
、
県
内
の
農
家
民
宿
を

紹
介
し
た
ガ
イ
ド
「
ま
る
ご
と
青

森
農
業
農
村
体
験
」（
Ａ
４
判
６

ペ
ー
ジ
）
を
作
成
し
、
県
外
の
旅

行
会
社
や
学
校
な
ど
に
配
布
を
始

め
た
。

　

山
形
県
は
農
作
業
や
自
然
を
体

験
す
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
し
よ
う
と
、
農
家
が
民
宿
を

営
む
際
に
必
要
な
申
請
手
続
き
を

ま
と
め
た
手
引
書
を
作
成
し
た
。

手
引
書
を
作
成
し
た
県
農
政
企
画

課
で
は
「
消
費
者
と
交
流
す
る
こ

と
で
農
産
物
の
販
路
拡
大
に
つ
な

が
っ
た
り
、
訪
れ
た
人
へ
の
ガ
イ

ド
を
務
め
る
こ
と
で
農
家
自
身
が

農
村
文
化
を
再
確
認
で
き
た
り
と
、

農
家
民
宿
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

群
馬
県
西
部
県
民
局
は
平
成
18

年
10
月
、
農
家
民
宿
の
開
業
を
目

指
す
人
や
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
た
い
人
を
対
象
と
し
た
「
農
家

民
宿
開
業
準
備
講
座
」（
無
料
、
定

員
30
人
）
を
開
催
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

高
知
県
内
の

民
宿
経
営
者
ら
10
人
が
平
成
18
年

５
月
、「
こ
う
ち
体
験
ツ
ー
リ
ズ
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
。
農
家

民
宿
の
経
営
者
ら
に
必
要
な
知
識

や
技
術
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と「
こ

う
ち
体
験
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
」
の

研
修
素
案
を
発
表
し
た
。

　

長
野
県
根
羽
村
で
は
今
年
４
月
、

旅
館
業
の
営
業
許
可
を
取
得
し
た

農
家
な
ど
９
軒
が
「
農
家
民
宿
の

会
」
を
結
成
、
都
市
部
か
ら
修
学

旅
行
で
訪
れ
る
中
学
生
な
ど
を
分

担
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

増
え
る
「
農
家
民
宿
」農

村
再
生
へ
の
期
待
込
め

自
治
体
も
開
業
へ
側
面
支
援
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ほっと　ブレイク

再 考 和のこころ　世相ウォッチャー　更科　ケイ

ご
贔
屓
さ
ん
の
目
ほ
ど
こ
わ
い

も
の
は
な
い

「
い
よ
っ
、
成
田
屋
！
」

　

市
川
団
十
郎
が
舞
台
に
現
れ

る
と
、
大
向
こ
う
か
ら
声
が
か

か
る
。
成
田
屋
は
、
ご
存
知
の

よ
う
に
市
川
団
十
郎
の
家
の
屋

号
だ
。
息
子
の
海
老
蔵
に
も
同

じ
よ
う
に
声
が
か
か
る
。

と
き
に
は
、
客
席
か
ら
も

ご
贔
屓
さ
ん
の
か
け
声
が

上
が
る
こ
と
も
あ
る
。
そ

ん
な
と
き
、
芝
居
は
観
客

も
一
役
か
っ
て
い
る
な
と

思
う
。役
者
に
は
悪
い
が
、

舞
台
上
だ
け
で
は
な
い
。

　

役
者
は
観
客
に
よ
っ
て

育
て
ら
れ
る
と
い
う
。
な

か
で
も
、
伝
統
芸
能
で
あ

る
歌
舞
伎
や
文
楽
、
能
、
舞
踊
、

そ
し
て
落
語
も
そ
う
だ
が
、
ご

贔
屓
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る

と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
た

し
か
に
演
劇
評
論
家
の
プ
ロ
の

目
は
鋭
い
。
し
か
し
、
ご
贔
屓

さ
ん
の
目
ほ
ど
こ
わ
い
も
の
は

な
い
、
と
言
っ
た
歌
舞
伎
役
者

が
い
た
。
子
役
時
代
か
ら
の
ご

贔
屓
さ
ん
は
、
小
さ
な
仕
草
一

つ
も
見
逃
さ
な
い
目
を
持
っ
て

い
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　

海
外
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。
演

劇
や
オ
ペ
ラ
な
ど
は
貴
族
階
級

の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い

た
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
大
衆

が
支
え
て
き
た
日
本
の
伝
統
芸

能
の
あ
り
方
は
、
特
異
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
特
異
な
世

界
で
生
ま
れ
た
ご
贔
屓
さ
ん
に

は
、
気
に
入
っ
た
人
を
後
援
す

る
人
、
引
き
立
て
る
人
と
い
う

意
味
が
あ
る
。
昔
、
芸
術
家
を

育
て
た
パ
ト
ロ
ン
と
い
う
存
在

が
あ
っ
た
が
、そ
れ
と
も
違
う
。

役
者
も
店
も
、
ご
贔
屓
さ
ん
と

育
ち
合
う
関
係
？

　

誰
に
で
も
贔
屓
に
し
て
い
る

店
の
１
軒
は
あ
る
だ
ろ
う
。

飲
み
屋
で
あ
っ
た
り
、
蕎

麦
屋
で
あ
っ
た
り
、
寿
司

屋
で
あ
っ
た
り
…
。
筆
者

の
贔
屓
の
居
酒
屋
で
「
こ

れ
は
す
ご
い
！
」
と
思
う

店
長
が
い
る
。
彼
は
１
度

来
店
し
た
客
の
顔
を
忘
れ

な
い
。

　

そ
の
店
に
は
よ
く
初
め

て
行
く
知
り
合
い
を
連
れ

て
行
く
の
だ
が
、
２
度
目
は
ほ

か
の
人
を
案
内
す
る
ほ
ど
、
み

ん
な
が
気
に
入
っ
て
い
る
。
店

長
は
筆
者
と
一
緒
で
は
な
く
て

も
、
知
り
合
い
の
顔
を
覚
え
て

い
て
、
会
計
時
に
１
割
引
の

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
く
れ
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
も
う
れ
し
い
が
、

な
に
よ
り
顔
を
覚
え
て
く
れ
て

い
る
こ
と
が
、
客
と
し
て
は
こ

の
上
な
く
う
れ
し
い
も
の
だ
。

そ
の
店
長
は
、
常
連
客
の
席
に

は
必
ず
一
言
あ
い
さ
つ
に
も
来

る
。
こ
れ
は
筆
者
の
株
が
少
し

上
が
っ
た
よ
う
な
気
に
さ
せ
て

く
れ
、
知
り
合
い
に
対
し
て

少
々
鼻
が
高
く
な
る
。

　

そ
ん
な
居
心
地
の
い
い
店
で

も
、
や
は
り
若
い
店
員
が
失

敗
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
と

き
は
、
会
計
時
に
店
長
に
一
言

進
言
し
て
帰
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
贔
屓
の
店
に
は
、
や
は
り

自
分
好
み
を
無
く
し
て
ほ
し
く

な
い
。
そ
の
店
と
の
付
き
合
い

も
か
れ
こ
れ
20
年
余
り
に
な

る
。

　

役
者
も
店
も
、
ご
贔
屓
さ
ん

と
一
緒
に
歩
み
、
お
互
い
に
育

ち
合
う
関
係
に
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

日
本
の
芸
能
・
文
化
を

　
　
　
　

支
え
て
き
た
ご
贔ひ

い
き屓
さ
ん
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ほっと　ブレイク

◎
月
◎
日

　

私
の
大
好
き
な
年
中
行
事
に
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
フ
リ
マ
）

出
店
が
あ
る
。
毎
年
春
と
秋
に
な

る
と
家
で
不
要
に
な
っ
た
も
の
な

ど
を
集
め
て
、
仲
間
た
ち
と
近
く

の
商
店
街
で
店
を
開
く
。
本
業
で

接
客
や
小
売
業
を
し
た
経
験
が
な

い
私
に
と
っ
て
、
見
知
ら
ぬ
人
た

ち
と
対
面
し
、
物
を
売
る
こ

と
は
憧
れ
で
も
あ
る
。

　

出
品
す
る
の
は
、
古
着
、

カ
バ
ン
、
靴
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
雑
貨
、
食
器
な
ど
、

食
品
以
外
な
ら
何
で
も
売
っ

て
し
ま
う
。
こ
れ
は
家
の
中

で
必
要
な
も
の
と
そ
う
で
も

な
い
も
の
を
吟
味
で
き
る
い

い
機
会
で
、
年
に
２
回
こ
う
し
て

家
の
整
理
整
頓
が
で
き
る
の
も
楽

し
み
だ
。

　

職
場
の
同
僚
に
も
声
を
掛
け
る

と
、
出
品
に
協
力
し
て
く
れ
る
人

た
ち
が
い
る
。
会
社
へ
自
分
の
物

を
大
き
な
紙
袋
に
入
れ
て
持
っ
て

来
て
く
れ
て
、
買
っ
た
時
の
定
価

な
ど
オ
フ
ィ
ス
で
説
明
を
し
た
り

す
る
。
私
た
ち
の
フ
リ
マ
の
目
的

は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
た
め
、
利
益

は
還
元
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
喜

ん
で
出
品
を
申
し
出
て
く
れ
る
の

は
と
て
も
有
難
い
こ
と
だ
。
こ
う

し
て
こ
の
時
期
は
会
社
か
ら
大
き

な
荷
物
を
持
っ
て
帰
宅
す
る
こ
と

に
な
る
。
中
に
は

出
品
物
を
宅
配
で

私
の
自
宅
ま
で

送
っ
て
く
れ
る
人

も
い
る
。
こ
れ
は
お
金
が
か
か
っ

て
し
ま
い
、
さ
す
が
に
申
し
訳
な

い
の
で
断
る
よ
う
に
し
た
。

　

出
店
料
を
払
い
、
事
前
に
商
品

に
値
段
を
テ
ー
プ
で
貼
り
、
準
備

し
て
お
く
。
売
れ
た
商
品
を
入
れ

る
紙
袋
も
用
意
し
て
持
っ
て
い
く
。

そ
し
て
当
日
は
指
定

さ
れ
た
路
上
に
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
敷

き
、
決
め
ら
れ
た
時

間
に
な
る
と
商
品
を

分
類
し
、
き
れ
い
に

並
べ
る
。
開
始
時
間

を
守
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
の
は
、
お
客

さ
ん
の
中
に
は
慣
れ
た
人
た
ち
が

い
て
、
開
店
前
か
ら
品
定
め
を
始

め
て
し
ま
う
人
が
い
る
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
フ
リ
マ
の
達
人
た
ち

は
、
や
は
り
い
い
も
の
を
買
っ
て

帰
る
気
が
す
る
。

　

特
に
慣
れ
て
い
る
の
が
、
外
国

人
の
女
性
の
お
客
さ
ん
だ
。
値
切

り
方
が
上
手
で
、
ど
こ
か
大
阪
の

お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
に
似
て
い
て
、

私
な
ど
は
た
じ
た
じ
に
な
っ
て
し

ま
う
。

　

フ
リ
マ
で
衣
類
を
買
う
場
合
、

試
着
室
が
な
い
の
が
問
題
に
な

る
。
し
か
し
彼
女
た
ち
は
、
ジ
ー

ン
ズ
を
選
ぶ
際
に
、
胴
周
り
を
な

ん
と
首
の
太
さ
で
測
っ
て
し
ま

う
。
ジ
ー
ン
ズ
な
ど
の
ウ
エ
ス
ト

部
分
を
首
に
巻
き
、

自
分
の
ウ
エ
ス
ト
に

合
う
か
試
し
て
い

た
。聞
い
て
み
る
と
、

首
回
り
は
胴
回
り
の

丁
度
半
分
な
の
だ
そ

う
だ
。

　

終
了
時
間
が
近
く

な
る
と
、
残
っ
た
商

品
の
値
段
を
半
額
に
下
げ
て
売
れ

残
り
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
。
衣

類
な
ど
は
季
節
が
あ
っ
て
、
次
回

に
持
ち
越
す
の
が
難
し
い
か
ら

だ
。

　

売
れ
筋
の
商
品
は
、
ジ
ー
ン
ズ

や
子
供
服
と
子
供
の
お
も
ち
ゃ
だ

と
思
う
。
そ
の
他
、
と
て
も
売
れ

そ
う
に
な
い
使
い
古
し
た
も
の

も
、
意
外
と
売
れ
て
し
ま
う
。
一

方
、
な
か
な
か
売
れ
な
い
の
は
本

や
Ｃ
Ｄ
だ
。

　

一
日
路
上
で
過
ご
し
た
後
は
、

心
地
よ
い
充
実
感
に
満
た
さ
れ
、

私
に
と
っ
て
お
気
に
入
り
の
時
に

な
る
。

（
テ
レ
ビ
会
社
国
際
番
組

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

高
樹 

か
ほ
）

“フリマ”で憧れのお店を開く

働く女性のこだわり日記
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北 海 道　011-615-2112

青 森 県　017-722-7002

岩 手 県　019-624-6642

宮 城 県　022-343-8763

秋 田 県　018-835-0020

山 形 県　023-623-4323

福 島 県　024-525-4085

茨 城 県　029-225-6603

栃 木 県　028-625-2660

群 馬 県　027-224-1809

埼 玉 県　048-863-1873

千 葉 県　043-307-8272

東 京 都　03-3445-8751

神奈川県　045-212-1102

新 潟 県　025-283-5900

富 山 県　076-442-0285

石 川 県　076-262-7776

福 井 県　0776-25-2064

山 梨 県　055-232-1071

長 野 県　026-235-3612

岐 阜 県　058-216-3670

静 岡 県　054-272-7396

愛 知 県　052-953-7443

三 重 県　059-225-4181

滋 賀 県　077-524-2311

京 都 府　075-722-2051

大 阪 府　06-6943-5603

兵 庫 県　078-361-8097

奈 良 県　0742-33-3140

和歌山県　073-431-0657

鳥 取 県　0857-29-8590

島 根 県　0852-26-0651

岡 山 県　086-222-3598

広 島 県　082-532-1200

山 口 県　083-928-7512

徳 島 県　088-623-7400

香 川 県　087-862-3334

愛 媛 県　089-924-3305

高 知 県　088-872-4124

福 岡 県　092-651-5115

佐 賀 県　0952-25-1432

長 崎 県　095-824-6329

熊 本 県　096-362-3061

大 分 県　097-537-4858

宮 崎 県　0985-25-1466

鹿 児 島　099-222-8332

沖 縄 県　098-891-8960

H20.7.1 現在

都道府県生活衛生営業指導センター一覧

（
50
音
順
、
７
月
25
日
現
在
）

㈶
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
賛
助
会
員

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
〒163-0456
東京都新宿区西新宿 2−１− 1　新宿三井ビル

株式会社太陽美術
〒135-0024
東京都江東区区清澄 2− 7− 11

株式会社ダイワサービス
〒550-0011
大阪市西区阿波座 1− 5− 16　大和ビル

株式会社トーコン・システムサービス
〒113-0033
東京都文京区本郷 1− 18− 6　トーコンビル

アフラック募集代理店（特別）

株式会社ユニバーサルファミリー
〒164-0012
東京都中野区本町 4− 45− 9　ユニバーサルビル

芝サン陽印刷株式会社
〒104-0033
東京都中央区新川 1− 22− 13

社団法人日本サウナ・スパ協会
〒102-0085
東京都千代田区六番町 1 　番町一番館ビル 2階

菅原印刷株式会社
〒111-0051
東京都台東区蔵前 3− 15− 1

タカラベルモント株式会社
〒107-0052
東京都港区赤坂 7− 1− 19　タカラ椅子会館内

日本ハム株式会社
〒141-6014
東京都品川区大崎２−１−１


